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塩野谷孝二さん
レークヒル牧場長

第14回全国草地コンクールで
農林水産省生産局長賞受賞
第14回全国草地コンクールで
農林水産省生産局長賞受賞

　
　
14
回
全
国
草
地
コ
ン
ク
ー

ル

　
　
（
社
団
法
人
全
国
草
地
畜
産
種

子
協
会
主
催
）
で
、最
高
位
の
農
林
水

産
大
臣
賞
に
次
ぐ
農
林
水
産
省
生
産

局
長
賞
を
、
胆
振
管
内
で
は
初
め
て

レ
ー
ク
ヒ
ル
牧
場
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
多
く
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て

や
っ
て
き
た
こ
と
が
、
認
め
ら
れ
嬉

し
い
」
と
喜
び
を
語
り
ま
す
。

　
同
牧
場
は
、
塩
野
谷
幸
一
社
長
が

花
和
地
区
に
昭
和
44
年
に
開
業
。
平

成
11
年
に
は
、
つ
な
ぎ
飼
い
を
あ
ら

た
め
て
放
牧
酪
農
に
切
替
え
ま
し
た
。

さ
ら
に
化
成
肥
料
の
節
減
な
ど
、
放

牧
地
の
土
作
り
の
徹
底
か
ら
、
良
質

な
牧
草
の
確
保
で
乳
量
を
ア
ッ
プ
さ

せ
て
き
ま
し
た
。

　
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
認
証
牧
場
と

し
て
も
年
間
2
、
0
0
0
人
の
酪
農

体
験
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
別
法
人
で
乳
製
品
加
工
と
レ

ス
ト
ラ
ン
を
経
営
し
、
年
間
15
万
人

の
来
訪
者
が
あ
り
、
放
牧
酪
農
の
先

進
的
な
事
例
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ

ま
し
た
。

　
「
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
も
努
力
を

惜
し
ま
ず
、
励
ん
で
い
き
た
い
」
と

更
な
る
飛
躍
を
誓
っ
て
い
ま
し
た
。

第

　
　
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す

　
　
月
浦
ワ
イ
ン
ま
つ
り
が
、
今
年

は
、
口
蹄
疫
問
題
の
影
響
を
受
け
て

中
止
と
な
り
ま
し
た
。
毎
年
ワ
イ
ン

と
肉
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
み
に

し
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

秋

広　　告

月
浦
ワ
イ
ン
ま
つ
り
の
中
止

自  衛  官  募  集
募集種目

看 護 学 生
（看護師）

防衛大学校
学　　　生

防衛医科大学校
学　　　生

問　合　せ

資　　格 受付期間 試験期日

（推薦）
高卒（見込み含）21歳未
満の者
※推薦については高等
学校長の推薦等が別途
必要です。

（一般）
高卒（見込み含）21歳未
満の者

高卒（見込み含）24歳未
満の方

高卒（見込み含）21歳未
満の者

１次
10月30日・31日
２次
12月８日～10日

１次
11月６・７日
２次
12月14日～18日

９月25・26日（推薦）
９月６日～９日

（一般）
９月６日～10月

９月６日～10月

９月６日～10月

１次
10月23日
２次
11月20・21日

〒050－0083
室蘭市東町２丁目21－12  石井ビル１階
防衛省自衛隊札幌地方協力本部　室蘭地域事務所
　0143（44）9533　役場総務課　74-3000

ザリガニをとらないで!
青白いもよう

するどくとがっている

　外来種のウチダザリガニ

は、飼育・運搬・保管・輸

入・野外に放つ・他人への

譲渡などが法律で禁止され

ています。違反すると最高

で１億円の罰金（法人）等が科される場合があ

ります。ウチダザリガニを見つけても絶対にと

らないでください。

　また洞爺湖では、生態系保全のため許可を得

て防除を実施しています。捕獲用のカゴにはさ

わらないでください。無許可での捕獲・飼育な

どの情報は下記まで。

　洞爺湖生物多様性保全協議会・洞爺湖自然保

　護官事務所　　73-2600

◆これ以上、ほかの場所へ
広げないようにするために◆


